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（趣旨） 

第１条 この基準は、豊島区工事施行規程（昭和６２年豊島区訓令甲第８号。以下「工事施行規

程」という。）第２３条第３項に規定する土木担当部長が定める請負工事（以下「土木等請負工

事」という。）に係わる工事成績の評定（以下「評定」という。）に関し必要な事項を定めるものと

する。 

（評定の対象） 

第２条 評定は、一件の契約金額が５００万円以上の土木等請負工事について行う。 

（評定を行う者） 

第３条 評定者は、工事施行規程第２条第６号に規定する監督員とする。 

２ 前項に規定する監督員は、工事施行規程第１７条第１項に規定する監督基準に定められた

総括監督員、主任監督員及び担当監督員とする。ただし、主任監督員又は担当監督員が欠け

た場合には、この限りでない。 

（評定の時期） 

第４条 評定は、原則として完了検査合格の日から１４日以内に行う。 

（評定の実施） 

第５条 総括監督員、主任監督員及び担当監督員は、別に定める実施細目に基づき、土木等請

負工事ごとに評定を行う。 

（評定の報告） 

第６条 総括監督員は、前条で行った評定の結果について土木担当部長及び総務部契約課長

に報告する。 

（その他） 

第７条 この基準に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附 則 

1  この基準は、部長決定の日から施行し、平成１９年１１月１日以降に契約を締結する請負工事

に適用する。 

2  工事成績評定要領（土木部 昭和６３年３月３１日制定）は廃止する。

３  この基準は、令和２年４月１日から施行する。 

４ この基準は、豊島区事案の決定等に関する規程（平成１７年豊島区訓令甲第２号）第３条及び

第４条の規定により、土木担当部長の決定区分とする。 

５ この基準の施工前にこの基準による改正前の豊島区土木等請負工事成績評定基準の規定に

よりした処分、手続その他の行為は、この基準による改正後の豊島区土木等請負工事成績評

定基準によりした処分、手続その他の行為とみなす。


